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平素は当院並びに認知症医療センターの運営にご協力いただき誠に有難うございます。 

 さて、認知症高齢者の増加が予測される中、認知症の予防と認知症の早期発見、早期診断、

必要とされる介護サービスへ繋げていくための体制強化が重要な課題となっています。 

 ところが、世間一般の人の、認知症や精神科医療に対する世間一般の偏見や誤解が根強い

ことや、関係機関相互の連携体制が十分ではないことなども相まって、早期診断、早期治療

や必要な医療・介護サービスにつながるケースは少ないのが現状です。 

 また、一人暮らし高齢者、特に認知症高齢者の生活状況に目を向けると、家族との関係は

疎遠で、受診や介護サービスの利用、近隣住民との関わりも希薄で地域で孤立している人や、

支援の手が届かず生活が破綻している人が少なくありません。 

 地域で認知症の人や介護者を支えるためのネットワーク作りには、まずはこれら２つの

現状と課題を明らかにすることが先決だと考えました。 

 そのため、今年度、高山病院認知症地域連携協議会内に、「アウトリーチ検討部会」「一人

暮らしや身寄りがない認知症高齢者の生活支援の在り方を検討する部会」を設け、活動を開

始いたしました。 

 その一環として、今回、２つに関する実態調査をアンケート形式で実施することにいたし

ました。第 1 回目は 9 月に送付させていただきましたが、回答数が少なく、再度、あらた

めてお願いすることとなりました。なお、第 1 回目にご回答いただいた方々は回答の必要

はございません。認知症の人を地域で支えるための地域課題を検討する上での貴重な情報

になります。是非、ご協力くださいますようよろしくお願いいたします。 

 

 

 

「医療や介護、日常生活上の支援が必要であるにもかかわらず届いていない人

に対し、行政、医療・介護・福祉など関係機関などが積極的に働きかけて必要

な情報や支援を届けるプロセス」のことをいいます。 



上記の２つとも内容は、「回答者の基本属性」「現状に関する質問」「課題に関する質問」

の３つから構成されています。 

質問項目は、いずれも 8 項目です。殆どがチエック形式で、所要時間は 5～10 分程度で

す。２つとも記入していただく必要はありません。どちらか一つだけでも結構です。 

主に、直方市・宮若市・鞍手町・小竹町の医療・介護・福祉に従事する医師、看護師、保

健師、介護支援専門員、医療ソーシャルワーカー、相談支援専門員、事務員等です。 

アンケートの案内は 1 施設（事業所）に１枚お送りしていますが、複数職員がおられると

ころは、複数の方に回答いただけましたら幸いです。 

１） パソコンに下記 URL を入力もしくスマートフォンで QR コードを読み取り、Google

フォームへアクセスし、回答を入力してください。 

２） 当院ホームページ（https://nogata-fukusuikai.jp/）「当院からのお知らせ」に掲載して

いる「認知症高齢者の生活支援の在り方を考えるアンケート調査を実施します」をク

リックし、Google フォームにアクセスし、回答を入力してください。 

 

 令和 6 年 12 月 2 日（月）から令和 7 年 1 月 30 日（金）までとさせていただきます。 

 

 期間終了後、2 つの部会でそれぞれの結果を分析した上で報告書をまとめ（３月中旬予

定）、当院のホームページに掲載いたします。 

 なお、ご希望の方にはコピーをお送りします。 
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https://forms.gle/uGQAsWxUo7eJPQJU9 

https://forms.gle/UDF462jvWHNpShry7 


